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【草の根技術協力事業　案件形成・実施の質的向上について】

案件形成（提案）に必要な知
識・ノウハウ

・PCMに対する理解
・ODAによる技術協力である「草の根技術協
力事業」の趣旨と制度への理解
・目指す「技術移転」成果の確保

客観的な現地ニーズ・状況の
収集・把握

・対象地域の具体的なニーズ（現状）をしっ
かりと把握した上での事業検討

適切な活動計画・投入の作成 ・提案団体のキャパシティーや状況に適した
事業規模での計画
・質的、量的に活動計画に見合った人材の配
置

手続き等を含めた制度への理
解と事務処理

・助成金とは異なる「草の根技術協力事業」
の制度への理解
・実施団体としての事業管理と説明責任（コ
ンプライアンス）への厳正な対応

事業実施体制の確保 ・組織としての事業運営及び成果達成への責
任

プロジェクト運営に必要な知
識・ノウハウ

・様々な開発アプローチの知見の習得

PDM（目標・成果・指標）に
沿った実施及び必要に応じた
PDMの見直し

・PCMに対する理解
・現地での事業マネジメントノウハウの習得

人材・資材の適時適切な投入 ・質的、量的に活動計画に見合った人材の配
置、資機材の選定
・人材の育成

プロジェクトの自立発展性の
確保

・事業効果が持続するための「技術的・組織
的・財政的持続性」の担保
・評価/モニタリング手法の理解

プロジェクトのモニタリング
と事業計画へのフィードバッ
ク

・適時適切なモニタリングの実施

各種報告義務の履行 ・ODA事業としての説明責任を果たし得る適
切な会計報告、活動報告の作成

事業成果の広報 ・現地、及び日本での活動報告等を通した事
業成果の広報の促進

関係者間（NGO-NGO,NGO-
JICA）の情報・知見の共有

・関係者間の情報の共有
・意見交換の促進

・途上国情報の提供（TV会議等のアレン
ジ）
・個別コンサルテーション
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・JICA-PCM研修への参加
・個別コンサルテーションの実施

・個別コンサルテーション

・個別コンサルテーション

・アドバイザー派遣プログラム

・個別コンサルテーション
・JICA-PCM研修への参加

・アドバイザー派遣プログラム
・能力強化研修への参加
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ェ
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ク
Ｃ ・ＮＧＯネットワーク連絡会

・アドバイザー派遣プログラム

・モニタリング調査団の派遣（１案件２回
程度）

・各種イベント等での広報活動

・草の根連絡協議会への参加

適切な事業管理を通じた質の向上

公的事業として成果の共有と発信

ＪＩＣＡの取り組み その他機関

質の高い案件の形成

成果の達成を目指した計画的事業実施

・個別コンサルテーション
・草の根連絡協議会への参加


